
調光機能付の照明や密閉型の照明には、
使用できないものもあるので、
カタログやパッケージで確認しましょう。

省エネの取組は次ページから▶

省エネは、電気代などの光熱費の抑制にもつながる、家計にやさしい取組みです。

（402kWh）

（133kWh）

（530kWh）

（206kWh）

やってみよう！簡単に取り組める

地球温暖化
対策

のために

2019冬の省エネリーフレット

地球温暖化の影響によるとされる異常気象や水害などが頻発しています

　世界各地では、地球温暖化の影響によるとさ
れる危機的な状況が顕在化しています。
　熱波や大雨、水害、干ばつ、大規模な山火事
などの異常気象や気象災害が各地で頻繁に発生
しており、多くの人が亡くなるケースも発生し
ています。
　日本でも各地で高温や集中豪雨が発生してい
ます。

東京でも例外ではありません

（出典：国土地理院ウェブサイト）

■令和元年台風第19号による水害

　都内では、梅雨明けが平年より遅かった
2019年も、猛暑日（※）の回数が昨年並みに
なるなど、猛暑日は増加傾向にあります。
　また、集中豪雨の発生頻度も増加傾向にあり、
あちこちで床上浸水などの浸水被害が発生して
います。
　※最高気温が35℃以上になる日

地球温暖化対策のためには省エネが必要不可欠です

　地球温暖化の原因は、CO2 など温室効果ガスの濃度上昇です。
省エネに取り組むことは、CO2 の排出を減らすことにつながり、
地球温暖化対策には必要不可欠です。
　冬は暖房や給湯の使用などにより、エネルギー消費が多くなる
傾向があります。
　省エネしながら暖かく快適な生活を送りましょう。
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エアコン、冷蔵庫は買い替えでさらに省エネ！

家電製品の省エネ技術は、年々、進歩しており、買い替えるだけでも大きな省エネが図れます。
買い替える時は部屋の広さや家族の人数にあったサイズにし、どのような機能が必要かをよく考えて選びましょう。
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冷蔵庫

出典：しんきゅうさんかんたん比較より計算

10 年前の機器を買い換えたら 
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エアコン

定格内容積：401～450ℓ 冷房能力：2.8kW

　令和元年10月１日から一定の基準を満た
す対象機器への買い替えに対して、商品券
等に交換可能な「東京ゼロエミポイント」
を付与する事業を実施しています。
　この機会に省エネ性能の高い機器に買い替えて、　
さらなる省エネに取り組みましょう！

 

 

 

 

 

統一省エネルギーラベル
お店でこのラベルをチェック！
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対象機器

エアコン・テレビ・電気冷蔵庫・電気便座
蛍光灯器具（家庭用）・電気冷凍庫

★の数が多い製品を選ぼう

目安電気料金の安い製品を選ぼう

　　  のマークが

緑色の製品を選ぼう

◆省エネ性能の高い機器への買い替えにポイントを付与します！
対象機器 付与ポイント数

エアコン 統一省エネラベル
4つ星以上

冷房
能力

2.2kW以下 12,000
2.4kW～2.8kW 15,000
3.6kW以上 19,000

冷蔵庫 統一省エネラベル
5つ星

定格
内容積

250ℓ以下 11,000
251～500ℓ 13,000
501ℓ以上 21,000

給湯器
高効率給湯器
（エコジョーズ、エコキュート、エコフィール、ハイブ
リッド給湯器）

10,000

※購入日が令和元年10月1日以降で、既存機器の撤去を含めた買い替えを行う場合が対象です。
※購入前に、対象機器に該当しているかHPか店頭で必ずご確認下さい。
※1,000ポイント分はLED照明の割引券に、残りは商品券に交換できます。

申請方法 対象機器購入後、申請書（HPで入手可）と領収書・リサイクル券等
を事務局へ提出。令和２年度まで実施（予算が無くなり次第終了）。

申請先等詳細はコールセンターかHPで。

お問い合わせ
コールセンター　☎0570-005-083　☎03-6634-1337
https://www.zero-emi-points.jp


